
掲載数 23

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 中２ 保健体育
自然災害による
傷害の防止「釜
石の奇跡」

　中学2年生保健体育の単元「自然災害による傷害の防止」の内容において、2011年の東
日本大震災時に岩手県釜石市で子どもたちが率先して避難誘導をした「釜石の奇跡」に
ついて学んだ。地域のハザードマップを利用して、身近な災害に置き換えて考える作業
では、真剣な姿勢で取り組んでいた。

ＮＨＫＤＶＤ「釜石の
奇跡」
地域のハザードマップ

2 川崎市 中１ 保健体育

１章：心身の機能
の発達と心の健康
「生殖機能の成
熟」「異性の尊重
と性情報への対
処」

　「生殖機能の成熟」では、性ホルモンの働きにより、男女の体つきの違いが現れるこ
とやこの体の変化は新しい命を生み出すためのものであるということを理解し、性に関
する適切な態度がとれることを目標に授業を行った。流産の数や人口中絶件数などを取
り上げたところ、生徒のワークシートには生まれてくる命はかけがえのないもので大切
にしなければならないといった意見が多く書かれ、命の大切さについて考えている生徒
が多かった。
　「異性の尊重と性情報への対処」では、思春期の異性への関心の高まりや性衝動、
「望まない妊娠」について取り上げ、正しい性情報を得ることや自分の感情をコント
ロールし、責任ある行動について考えた。

参考資料：教科書（東
京書籍「新しい保健体
育」）

3 横須賀市 中１ 保健体育 生殖機能の成熟 　妊娠から出産までの体のはたらきや男女の体の違いを学ぶ

4 横須賀市 中１ 保健体育
命について考え
よう

　１週間おきに２時間授業を設定した。１時間目は宇宙や生命の長い歴史、人の一生、
命あるものは必ず死ぬこと。だからこそ精一杯生きなければいけないこと。人間と動物
の脳のちがい。先祖代々の遺伝子を受け継いできていること。性のあり方は多様で人そ
れぞれ違うことなどを学んだ。２時間目はトランスジェンダー当事者の話を聞き、性の
多様性について語り合った。「人それぞれ違いがあることがわかった。お互いを理解し
て、相手に寄り添えるようにしたい」という感想が多く聞かれた。

１時間目　養護教諭
２時間目　外部講師

5 横須賀市 中２ 保健体育 性の学習

　受精から出産までの胎児の成長の様子を学び、一人ひとりが力を持って生まれたかけ
がえのない存在であることや、中学生になった今、自分が次の世代を残す体に成長して
いることを学んだ。「背が低いことがコンプレックスだったけど、ありのままの自分で
いいんだと思えた」「自分という命が生まれたことは奇跡ということがわかった」など
の生徒の感想があった。

養護教諭

令和３年度　いのちの授業　事例集（中学校）【保健体育】



6 横須賀市 中１ 保健体育 性教育

　思春期には内分泌腺の働きによって生殖にかかわる機能が成熟すること、男子では精
通が起きるがその時期には個人差があることを理解できるようにする。また女子では生
殖機能が成熟し初経が起こるがその時期にも個人差がある。思春期には生殖機能の成熟
に伴い、生命を生み出す体の変化が起きることを理解させる。

複合学年：３年
教材
「新しい保健体育」

7 横須賀市 中３ 保健体育
個人の健康を守
る社会の取り組
み

　健康を守るための社会の取り組みや仕組みを学習していく中で、今まで学習してきた
感染症やエイズ等の怖さをふり返る。また、「がん経験者からのメッセージ」を取り上
げ、がんが身近な存在であると同時に検診を積極的に受ける姿勢や自分・周りの人の命
を大切にしていくことを意見交換しながら深めていった。

教科書・chromebook

8 横須賀市 中２ 保健体育
健康な生活と疾
病の予防

健康を守るためにこれからどのように過ごしていくことが大切か、具体例を考えさせ
ながら学習していく中で、自らの生活習慣と飲酒・喫煙の害と繋げて行なった。がんと
闘っている人の経験談を取り上げながら、どのように予防していくことが重要か、意見
交換し深めていった。

教科書・chromebook

9 横須賀市 中１ 保健体育

性教育
単元
(心身の機能の発達

と心の健康)
・体の発育・発達
・生殖機能の発達

50分×２回で実施
１回目(男女共修　T1男性とT2女性で指導)
・保健体育の教科書に沿って必要な知識を学習する。
・性に関する知識や疑問についてのアンケートを実施する。
２回目(男女共修　T1女性とT2男性で指導)
・性別に合わせた知識を学習する。
・事前アンケートを生かして疑問に答えて解説する。
・LGBTQについての内容を取り扱った。

教科担任
特別支援担当教諭

10 横須賀市 中１ 保健体育

心肺蘇生法～大
切な人を救うた
めにできること
～

心肺蘇生法の技能の習得に加え、いのちを大切にする心、緊急時に積極的に行動しよ
うとする気持ちを育てる工夫をした。AEDを含めた心肺蘇生法は、1度学んで終わりでは
なく、毎年講習を続けていくことが大切なので、毎年積み重ねる必要がある。
・心肺蘇生法の重要性の理解を理解する。
・心肺蘇生法の流れを知る。
・胸骨圧迫の体験。
・AEDとは、使い方

使用DVD
「救え！ボジョレー」

11 湘南・三浦 中１ 保健体育 成熟機能の成熟
生殖機能の発達、身体的な成熟に伴う性的な発達への対応、異性の尊重、受精と妊娠

などについて扱った。生徒は小学校の知識に加え、生命の誕生について学び、いのちの
尊さを考える機会となった。

保健体育の教員
教科書



12 湘南・三浦 中１ 保健体育 性教育②
　知ることで、変わること・始まることがあると題して、LGBT・SOGIの授業をした。有
名な企業も支援していること、日本の芸能人を例に出して、身体的性・性自認・性表
現・性的指向について考えさせ、性の多様化、ジェンダーレスの話しをした。

保健の授業
（各クラス）
パワーポイントで、イラス
トや図などを用いて説明
し、ワークシートに記入さ
せた。

13 湘南・三浦 中２ 保健体育 救命救急
　一次救命措置、心肺蘇生法　ペットボトルを利用しての胸骨圧迫等の実践を行なっ
た。

日本赤十字社

14 県央 中２ 保健体育 心肺蘇生の実習

　保健体育科の授業の一環として、消防署隊員による心肺蘇生の実習を行った。少人数
のグループごとに講師１名がついて、丁寧に講習を行った。また、練習用ＡＥＤを用い
て、本番さながらの実習を行った。実際の災害の現場に立ち向かう消防士の方から話を
聞くことで、かけがえのない「いのち」を、いざという時に救うための行動について考
えた。

・消防署隊員による実習
・保健体育
傷害の防止「応急手当の
意義と基本」教科書（学
研）Ｐ72～77

15 県央 中２ 保健体育 救急入門コース
　ＡＥＤの使用法や胸骨圧迫について体験活動を通して、主に成人を対象とした心肺蘇
生法について学んだ。また、命に関わる突然の事故や災害等が発生したとき、自分と他
者の命を着実に守るための手当の知識や技能を学んだ。

厚木消防救命救急課

16 県央 中１ 保健体育
生殖機能の成熟
「受精と妊娠」

　思春期の生殖機能の発達から、受精と妊娠の仕組みについて学ぶことにより、自身の
生命の誕生の仕組みを知る学習を行った。
　また、思春期の身体の変化は新しい生命をつくり出すことができるようになったこと
をおさえ、それまで以上に自身を大切にしていこうという学習を行った。

東京書籍　新しい保健体
育
正進社　中学保健学習
ノート１～３年

17 県央 中２ 保健体育 傷害の防止

　事故や災害時に心肺停止に陥った人に遭遇した時の応急手当として心肺蘇生法の方法
について理解し、胸骨圧迫，ＡＥＤ使用などの心肺蘇生法ができるように学習した。消
防署からの胸骨圧迫、ＡＥＤについてのＤＶＤを視聴した。実技研修を行う予定だった
が今回はできなかったので、今後、実施の機会を探っていく。

大和市消防署より、講師
に来ていただく予定だっ
たが、コロナの関係で直
前に中止になった。

18 県央 中２ 保健体育
応急手当の意義
と基本

　応急手当の基本について学び、一人ひとりが命を救うためにどのような行動ができる
のかについて授業を行った。

大和市消防本部をゲス
トティーチャーとして
招いた。

19 県央 中１ 保健体育 二次性徴

　二次性徴の単元をメインに、日本の性を取り巻く環境と、国際セクシュアリティガイ
ダンスとの違いについて、SNS上で起こりうる性暴力・性被害について授業を構成した。
　時代と共に家族の多様化とインターネットの発達が進み、学校で性を学ぶ機会が大切
であることを、世界中で見直されるようになったが、日本は消極的なままであることを
発信し、性をとりまく国際的な権利や、性的同意の大切さを身近な事例を用いて考える
きっかけ作りをした。最後に、安心して失敗談を語れるのが本当の居場所であることを
提示し、相談しやすい関係づくりを提案した。

養護教諭との
タイアップ授業



20 県央 中２ 保健体育
応急手当につい
て学ぶ

　応急手当の方法について学んだ。心肺蘇生法では、胸骨圧迫（心臓マッサージ）の方
法や行う上での注意点を学び、人形を使って練習した。また、AEDの使用方法を知り、応
急手当によって助かる命があることを学び、実際に遭遇した際に行動できる準備をする
ことができた。真剣に話を聞き、取り組む生徒が多く見られた。

消防署より、胸骨圧迫
用の人形を借りて授業
を行った。

21 県央 中２ 保健体育
心肺蘇生法AEDの
使い方

　心肺停止に陥った人への応急手当として、気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫、AEDの使用
の仕方などの心肺蘇生法の学習を行った。現在の社会環境として、「共同で教具と使う
こと」、「一つの教具に密集すること」を避けるため、実習を行うことはできなかった
が、VTRや教科書を使って学習した。

22 県央 中１ 保健体育
心身の機能の発
達と心の健康～
大切な命

　生殖機能の成熟、受精と妊娠について命の誕生までのプロセス知識を深める内容。そ
の中で、命が生まれる神秘さ、不思議さについて考えさせるため、映像を使ったパワー
ポイント資料を用いた。生徒は、自分自身を振り返ってかけがえのない命であることを
実感するとともに、異性への尊重について考えを深めていた。

23 中 中３ 保健体育
感染症とその予
防

　感染症はウイルスや細菌などの病原体が体内に侵入して感染するということを知り、
その感染の広がり方、感染経路について、簡単な実験を行うことで実感を伴った学習を
行った。
　具体的には、各人が真水の入った容器を持ち、4人だけ石灰水を持つ。人と人との接触
をお互いの水が少しずつ混ざることに例える。何回かの接触で、石灰水がどれだけ広
まったか、フェノールフタレイン溶液をたらし、赤く染まることで調べた。

2クラス合同で体育館で
行う。
講師は保健体育科教員が
2名で行うが、理科教員
に助言をもらい、事前準
備等の協力をしてもらっ
た。


